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一
日
ロ

ら
は
毎
年
ド
ッ
ク
入
り
し
て
い
る
。

健
康
管
理
は
毎
日
の
生
活
に
あ
る

が
、
目
に
見
え
な
い
老
化
は
進
ん

で
い
る
の
で
早
期
発
見
早
期
治
療

に
心
が
け
て
い
る
。

全
板
大
会
で
は
毎
年
健
康
優
良

家
庭
を
表
彰
し
て
い
る
が
、
私
は

一
回
も
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
。
高
齢
化
が
進
む
に
連
れ
一
年

間
家
族
の
誰
も
が
健
康
保
険
証
を

使
用
し
な
い
と
言
う
こ
と
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
誰
か
彼
か
が
保

険
証
を
使
う
、
そ
の
た
め
の
保
険

証
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
愛
知
県
板
に
は
四
十

三
世
帯
も
の
家
庭
が
一
度
も
全
板

国
保
の
健
康
保
険
証
を
汚
す
こ
と

な
く
健
康
で
一
年
間
を
過
ご
さ
れ

聯
簿
功
労
賞
受
賞
し
て
鵜
懲

と
し
て
参
加
し
た
の
で
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
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第
艶
回
全
国
建
築
板
金
業
者
神
奈
川
大
会
は
６

月
９
日
国
立
横
浜
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
低
気
圧
の
影
響
に
よ
る
悪
天
候
で
雨
・

強
風
の
な
か
バ
ス
５
台
（
１
６
３
名
）
が
各
地
域

よ
り
出
発
、
東
名
高
速
道
路
の
浜
名
湖
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
に
集
結
し
大
会
会
場
へ
向
か
っ
た
。
同
高

速
道
路
の
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
辺
か
ら
交

通
事
故
に
よ
る
大
渋
滞
に
な
り
３
時
間
程
度
遅
れ

で
大
会
会
場
に
到
着
し
た
。

既
に
大
会
は
、
終
了
し
て
い
た
が
展
示
会
場
は

な
ん
と
か
見
て
回
る
事
が
出
来
た
。

宿
泊
地
の
「
ニ
ュ
ー
小
湊
ホ
テ
ル
喜
夢
」
（
千

葉
県
・
小
湊
）
に
午
後
７
時
過
ぎ
に
到
着
し
、
午

後
８
時
よ
り
遅
い
宴
会
を
始
め
午
後
加
時
に
終
了

し
た
。翌

日
は
、
何
と
か
天
候
も
回
復
し
、
帰
路
に
向

か
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
大
会
に
は
単
独
コ
ー
ス
で
東
三

支
部
バ
ス
－
台
（
肥
名
）
と
ｎ
名
が
個
人
参
加
し
総

数
で
２
０
２
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
私
が
全
板
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
第
二
十
六
回
の
鹿
児
島
大
会
で
昭
和
四
十

九
年
二
月
が
最
初
で
ま
だ
三
十
二
才
の
若
造
の
参

加
で
あ
っ
た
。
当
時
の
先
輩
方
達
は
ほ
と
ん
ど
亡

く
な
ら
れ
て
思
い
だ
す
の
も
難
し
い
が
、
随
分
か

わ
い
が
ら
れ
た
事
だ
け
は
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。そ

れ
以
後
一
年
お
き
ぐ
ら
い
は
欠
席
し
て
い
た

が
、
第
三
十
四
回
昭
和
五
十
七
年
五
月
の
伊
勢
大

会
か
ら
は
連
続
し
て
参
加
を
し
て
い
る
。
当
時
は
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景
気
の
い
い
時
代
で
、
ど
こ
の
問

屋
さ
ん
も
協
力
会
を
作
り
一
年
一

回
は
一
泊
旅
行
が
当
た
り
前
で
あ

り
、
工
務
店
に
し
て
も
同
じ
で
あ
っ

た
。
毎
年
一
泊
旅
行
が
六
～
七
回

は
必
ず
あ
り
五
月
か
ら
六
月
に
集

中
し
て
い
て
一
週
間
ぐ
ら
い
ず
－
つ

と
旅
行
し
て
い
て
帰
っ
た
ら
痔
が

悪
く
な
っ
て
い
て
、
一
ケ
月
の
入

院
に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
九
年

六
月
で
あ
っ
た
。
も
う
二
十
六
年

も
前
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
入
院
と
い
う
よ
う
な

病
気
は
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
毎

年
元
気
に
全
板
大
会
に
参
加
で
き

る
の
で
あ
る
。

二
十
六
回
大
会
か
ら
二
十
六
回

目
の
今
年
で
二
十
六
年
前
の
入
院

以
来
ず
－
つ
と
参
加
し
て
こ
れ
た

の
は
健
康
で
あ
る
か
ら
だ
と
感
謝

し
て
い
る
。

し
か
し
、
家
族
全
員
が
一
年
間

無
病
息
災
で
あ
る
こ
と
は
と
て
も

難
し
い
こ
と
で
、
四
十
九
年
以
後

五
人
家
族
に
な
っ
た
が
誰
か
彼
か

が
風
邪
を
引
い
た
、
歯
が
痛
い
と

言
っ
て
は
医
者
通
い
で
町
の
赤
ひ

げ
先
生
と
は
お
な
じ
み
に
な
っ
て

い
る
。
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
は

医
者
か
ら
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
、
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で

あ
っ
た
。
で
も
そ
れ
く
ら
い
は
だ

れ
で
も
あ
る
こ
と
で
、
た
い
し
た

こ
と
で
は
な
く
健
康
で
あ
る
と
私

は
思
っ
て
い
る
。
四
十
才
を
過
ぎ

て
か
ら
は
一
年
お
き
に
人
間
ド
ッ

ク
に
入
り
、
五
十
才
に
な
っ
て
か

今
回
神
奈
川
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
。

こ
ん
な
に
喜
ば
し
い
こ
と
は
他
に

な
い
と
思
う
。

全
国
四
十
六
板
金
工
業
組
合
が

あ
り
、
全
板
国
保
加
入
者
は
家
族

を
含
め
て
四
万
千
七
百
三
十
七
名
、

そ
の
う
ち
愛
知
県
板
の
全
板
国
保

加
入
者
は
八
百
七
十
世
帯
で
二
千

百
名
で
あ
る
。

今
回
全
国
で
八
百
十
五
世
帯
が

表
彰
さ
れ
た
。

愛
知
県
板
は
従
業
員
も
含
め
て

四
十
三
世
帯
が
表
彰
さ
れ
た
。
安

全
管
理
が
や
か
ま
し
く
言
わ
れ
て

い
る
が
依
然
と
し
て
災
害
事
故
は

建
築
産
業
が
一
番
多
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
健
康
で
怪
我
の
な
い
板

金
業
界
で
あ
り
た
い
。
鷲
見

蟹瀞

竜

今
回
の
神
奈
川
大
会
で
は
、
愛

知
県
板
か
ら
５
名
の
受
賞
者
が
あ
っ

た
。

そ
の
中
の
１
名
が
小
生
で
あ
り
、

受
賞
者
全
員
大
変
有
難
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
組
合
活
動
に
な

お
一
層
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

午
後
１
時
よ
り
大
会
は
開
始
さ

れ
全
板
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
・
各

県
板
理
事
長
紹
介
・
表
彰
式
・
来

賓
祝
辞
と
続
き
午
後
３
時
に
閉
会

し
た
。

そ
の
後
、
展
一
蚕
室
場
の
コ
ー
ナ
ー

を
見
て
ま
わ
っ
た
。

今
回
の
大
会
は
受
賞
者
の
一
員
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六
月
九
日
～
十
日
と
一
泊
二
日

の
日
程
で
組
合
員
二
十
九
名
を
乗

せ
た
バ
ス
は
全
板
大
会
に
悪
天
候

の
中
、
豊
橋
を
午
前
七
時
三
十
分

に
出
発
し
た
。

高
速
に
乗
り
組
合
長
挨
拶
、
ガ

イ
ド
さ
ん
挨
拶
の
な
か
で
交
通
事

故
が
四
件
あ
り
東
京
方
面
が
渋
滞

し
て
る
と
お
知
ら
せ
も
あ
っ
た
が

さ
ほ
ど
気
に
も
せ
ず
ビ
ー
ル
が
配

ら
れ
朝
の
乾
杯
、
車
内
は
相
変
わ

ら
ず
に
ぎ
や
か
で
早
速
カ
ラ
オ
ケ

が
始
ま
り
、
リ
ク
エ
ス
ト
は
無
し
、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
入
れ
た
曲
を
十
八

番
の
人
が
唄
う
の
が
東
三
の
恒
例
○

神
奈
川
県
に
近
づ
く
に
つ
れ
渋

滞
が
ひ
ど
く
な
り
、
海
老
名
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
遅
い
昼
食
を
と
り

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
か
ら
本
線
へ
入

る
の
に
二
、
三
十
分
は
か
か
り
、

更
に
二
、
三
時
間
渋
滞
し
た
。
岐

阜
県
板
や
静
岡
県
板
の
バ
ス
も
あ

り
皆
さ
ん
や
き
も
き
さ
れ
た
だ
ろ

Ｐ
Ｒ
に
余
念
な
く
、
全
組

呼
び
か
け
成
果
を
得
た
よ

う
だ
。
参
加
さ
れ
た
方
々

の
中
に
は
、
ご
婦
人
同
伴

も
見
受
け
ら
れ
微
笑
ま
し

い
光
景
に
胸
を
打
た
れ
た
。

従
来
は
加
唖
の
献
血
だ

が
、
今
回
は
殆
ど
の
方
々

か
ら
畑
“
の
提
供
を
頂
き
、

充
分
な
貢
献
が
え
ら
れ
、

役
員
達
は
安
堵
の
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
次
第
。
こ
れ

ら
の
行
事
を
計
画
す
る
に

当
り
、
参
加
者
に
は
漏
れ

な
く
記
念
品
を
抽
選
に
て

知
多
支
部
は
恒
例
に
な
ら
い
、

去
る
６
月
８
日
附
に
、
日
頃
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
半
田
市
の

商
社
、
㈱
武
豊
屋
の
社
長
さ
ん
の

ご
好
意
に
よ
り
、
事
務
所
の
一
角

を
利
用
さ
せ
て
頂
き
、
午
後
１
時

釦
分
よ
り
開
催
、
こ
れ
ら
の
活
動

に
つ
い
て
も
、
献
血
担
当
役
員
は

Ｐ
Ｒ
に
余
念
な
く
、
全
組
合
員
に

知
多
支
部

「
津
島
支

今
年
の
全
板
大
会
は
神
奈
川
県

と
い
う
こ
と
で
、
親
睦
旅
行
を
兼

ね
津
島
支
部
は
県
板
コ
ー
ス
で
大

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

当
日
六
月
九
日
は
朝
か
ら
の
雨

で
集
合
時
間
も
一
番
目
の
朝
六
時

で
誰
一
人
遅
刻
す
る
こ
と
な
く
出

発
で
き
た
。
バ
ス
に
乗
り
込
む
と

皆
早
朝
の
せ
い
か
無
口
。
次
々
と

各
集
合
場
所
で
他
の
参
加
者
が
乗

り
込
み
、
小
牧
イ
ン
タ
ー
か
ら
高

速
に
入
り
横
浜
に
向
け
出
発
し
た
。

雨
の
た
め
パ
ス
の
窓
か
ら
眺
め
る

景
色
は
今
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
バ

ス
ガ
イ
ド
が
ベ
テ
ラ
ン
の
方
で
、

車
中
は
退
屈
す
る
こ
と
な
く
過
ご

せ
た
。
し
か
し
早
朝
か
ら
事
故
が

続
い
た
ら
し
く
、
海
老
名
を
過
ぎ

た
あ
た
り
か
ら
渋
滞
に
な
り
三
時

間
以
上
の
遅
れ
で
会
場
入
り
の
頃

に
は
、
他
県
の
参
加
者
は
帰
路
に

つ
き
は
じ
め
て
い
た
。
三
十
分
程

会
場
を
見
学
で
き
た
が
、
人
も
少

な
く
出
店
者
も
片
付
け
を
始
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
さ
び
し
く

感
じ
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
会
場
回

り
の
建
物
を
探
索
し
た
か
っ
た
の

だ
が
残
念
だ
。

会
場
を
後
に
し
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
を
渡
り
東
京
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

海
底
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
海
ほ
た
る

を
見
学
し
た
。
展
望
台
で
は
曇
り

空
で
風
も
強
く
、
周
囲
に
海
が
広

が
り
雄
大
な
景
色
で
あ
っ
た
。

板
コ
ー
ス
Ｌ

今
回
の
全
板
大
会
は
、
大
会
こ

そ
あ
ま
り
記
憶
に
は
残
ら
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
バ
ス
の
長

旅
と
い
っ
た
形
で
記
憶
に
残
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

津
島
猪
飼

Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

＃
東
三
支
部
思
い
出
深
い
全
板
大
会
＃

差
上
げ
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら

好
評
を
得
、
大
成
功
の
内
に
終
了

し
た
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
今
回
で

第
肥
回
目
を
迎
え
る
が
、
％
世
紀

を
通
過
、
苦
労
し
て
築
か
れ
た
諸

先
輩
に
心
か
ら
賞
賛
し
、
末
永
く

意
志
を
継
が
れ
永
遠
に
と
活
動
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

沼
津

１
１
１
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谷
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
三
十

五
分
で
神
奈
川
の
久
里
浜
港
に
到

着
後
昼
食
を
と
り
、
あ
と
は
終
着

地
に
向
い
出
発
し
た
。
帰
り
の
バ

ス
の
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
っ
た
。

県
板
事
務
局
夏
期
休
暇
の
お
知
ら
せ

日
頃
は
、
組
合
事
業
に
ご
協
力
を
賜
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
板
事
務
局
は
、
８
月
辿
日
（
月
）
か
ら
８
月
Ⅳ
日
（
木
）
ま
で
お

休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▲津島支部のみなさん

海
ほ
た
る
を
後
に
し
、
千
葉
県

に
入
り
宿
泊
場
所
の
小
湊
に
着
い

た
の
が
午
後
七
時
過
ぎ
。
結
局
こ

の
日
我
々
は
十
三
時
間
も
の
バ
ス

旅
行
に
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
到
着
後

い
っ
せ
い
に
大
浴
場
に
殺
到
し
、

疲
れ
を
癒
す
間
も
な
く
宴
会
場
の

食
事
と
な
っ
た
。
村
上
理
事
長
の

挨
拶
が
終
る
と
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
が

参
加
し
長
旅
の
疲
れ
も
何
の
そ
の
、

一
七
○
名
も
の
大
宴
会
が
始
ま
っ

た
。
地
元
の
大
鼓
や
カ
ラ
オ
ケ
で

宴
会
も
二
時
間
程
で
終
了
し
、
そ

の
後
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
引
き
連
れ

二
次
会
の
ホ
テ
ル
の
ス
ナ
ッ
ク
で

深
夜
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
。
翌
朝

の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
精
算
に
驚

く
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
・
・
・
…
。

朝
、
ホ
テ
ル
前
に
あ
る
誕
生
寺

と
鯛
の
浦
の
湾
内
を
船
で
鯛
の
餌

付
け
を
見
学
後
ホ
テ
ル
を
出
発
、

丸
竹
お
み
や
げ
セ
ン
タ
ー
で
ほ
と

ん
ど
の
方
が
み
や
げ
を
買
い
、
金

う
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
仕
方
な
い
。

結
局
大
会
々
場
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
に
着
い
た
の
は
三
時
三
十
分
で

会
場
で
は
片
づ
け
が
始
ま
っ
て
て
、

ほ
と
ん
ど
見
て
回
る
時
間
は
な
く

ホ
テ
ル
へ
向
か
う
。
夕
食
は
横
浜

中
華
街
、
お
腹
を
満
た
し
た
あ
と

各
自
、
自
由
時
間
を
楽
し
ま
れ
た

ご
様
子
。

翌
十
日
は
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
～
東

京
湾
ア
ク
ァ
ラ
イ
ン
（
海
ほ
た
る
）

～
成
田
山
新
勝
寺
～
帰
途
の
行
程
。

「
海
ほ
た
る
」
を
見
学
し
て
人
間

の
英
知
と
は
す
ご
い
も
の
だ
と
感

心
さ
せ
ら
れ
る
。
成
田
山
新
勝
寺

で
は
皆
さ
ん
、
ど
ん
な
気
持
ち
を

込
め
て
合
掌
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

出
発
日
の
九
日
の
半
日
で
カ
ラ

オ
ケ
が
か
か
っ
た
曲
数
は
ガ
イ
ド

さ
ん
の
記
憶
で
は
新
記
録
と
か
？

い
ろ
ん
な
出
来
事
が
多
す
ぎ
た

思
い
出
に
残
る
全
板
大
会
で
し
た
。

東
三
吉
田

愛

‐
姉
‐
叩

無
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の
浪
費
を
減
ら
す
努
力
も
同
時
に

必
要
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
言
葉
に

付
け
加
え
た
い
事
は
、
生
産
活
動

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
活
動
で
あ

り
、
全
て
の
商
品
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
塊
で
あ
る
言
え
る
。
食
料
も
化

学
肥
料
や
機
械
に
よ
っ
て
大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
物
流
も
同

様
で
あ
る
。
当
然
、
物
や
食
料
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

こ
の
話
は
人
口
問
題
や
経
済
活
動

と
関
わ
り
が
あ
る
問
題
と
広
が
っ

て
行
く
。

最
後
に
用
語
集
の
英
語
を
訳
し

て
み
た
。
ア
ー
ー
ー
リ
ン
グ
（
ア
ー
ー
ー

ル
Ⅱ
焼
き
戻
し
、
鍛
え
る
）
。
ア

レ
イ
Ⅱ
配
列
す
る
コ
ン
デ
ン
サ
ー

（
コ
ン
デ
ン
ス
Ⅱ
圧
縮
す
る
。
凝

縮
す
る
）
イ
ン
バ
ー
タ
ー
（
イ

ン
パ
ー
ト
Ⅱ
逆
に
す
る
、
転
化
す

る
）
セ
ル
Ⅱ
小
室
、
細
胞
モ

ジ
ュ
ー
ル
Ⅱ
基
本
単
位
、
基
準
寸

法
ス
ト
リ
ン
グ
Ⅱ
ひ
も
、
糸

西
尾
大
橋

５
月
型
日
岡
崎
技
術
工
学
院
に

お
い
て
、
西
三
板
金
連
合
会
主
催

の
経
営
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
で
あ
っ

五
月
二
十
四
日
、
岡
崎
技
術
工

学
院
に
て
、
西
三
板
金
連
合
主
催

の
、
太
陽
光
発
電
の
研
修
会
が
あ
っ

た
。
地
下
資
源
の
枯
渇
、
地
球
の

温
暖
化
、
又
、
世
界
中
で
資
源
と

し
て
の
森
林
が
失
わ
れ
て
い
く
中

で
、
資
源
を
必
要
と
し
な
い
、
地

球
に
や
さ
し
い
太
陽
光
発
電
が
、

注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
も
、
大
規
模
な
発
電
所
と

い
う
の
で
な
く
、
個
人
で
、
各
家

庭
の
必
要
な
風
を
、
賄
お
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
年

を
通
じ
て
、
そ
の
全
て
を
、
と
い

う
の
で
な
く
、
一
部
を
、
又
、
半

分
程
度
は
、
と
の
事
で
あ
っ
た
。

現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
の
、
熱
帯

雨
林
も
、
多
く
が
失
わ
れ
、
異
常

気
象
を
引
き
起
し
、
森
林
火
災
、

自
然
災
害
等
も
、
世
界
的
規
模
で

広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
、

日
本
に
住
む
我
々
は
、
そ
れ
ら
の

事
実
を
肌
で
感
じ
る
事
な
く
、

「
対
岸
の
火
事
」
程
度
に
思
っ
て

蝋
鍛
織
創
舗
掴
鰯
雲

大
な
仕
事
量
が
埋
蔵
し
て
い
る
。

数
歩
立
ち
遅
れ
た
ら
、
も
う
遅
い

と
い
う
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
の
だ
か
ら
。
長
い
間
、
板
金
業

は
自
然
を
相
手
に
仕
事
を
し
て
来

て
い
る
。
太
陽
光
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
く
れ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
、

板
金
屋
主
導
の
施
工
分
野
に
す
る

事
を
自
覚
し
、
平
野
氏
が
雑
談
の

な
か
で
言
わ
れ
た
様
に
、
世
間
に

板
金
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
な
の

で
あ
る
。

岡
崎
中
西

特
徴
の
見
当
が
つ
く
。
同
じ
族
は

似
通
っ
た
性
質
を
持
つ
。
電
子
の

軌
道
に
は
２
個
ま
で
の
Ｋ
殻
と
８

個
ま
で
の
Ｌ
殻
、
Ｍ
殻
、
等
々
の

電
子
殻
が
あ
り
、
物
質
は
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
こ
の
電
子
殻
に
電
子

を
一
杯
に
満
た
そ
う
と
す
る
。
水

は
Ｋ
殻
電
子
１
個
の
水
素
２
個
の

原
子
が
、
Ｌ
殻
６
個
の
酸
素
１
個

の
原
子
と
結
合
し
、
Ｌ
殻
８
個
と

な
る
。
こ
れ
を
イ
オ
ン
結
合
と
言

う
。
夫
婦
の
結
合
の
様
だ
。
塩
素

の
分
子
は
Ｍ
殻
に
７
個
の
電
子
が

あ
る
２
個
の
塩
素
原
子
が
お
互
い

に
１
個
ず
つ
電
子
を
出
し
合
い
電

子
を
共
有
す
る
事
に
よ
っ
て
８
個

の
電
子
を
持
つ
と
み
な
す
。
ま
る

で
オ
カ
マ
の
結
合
の
様
。
金
属
は

電
子
が
原
子
間
を
自
由
に
移
動
す

る
。
間
男
が
花
か
ら
花
へ
と
ス
ワ
ッ

ピ
ン
グ
す
る
様
だ
。
こ
れ
を
金
属

結
合
と
言
う
。
こ
の
金
属
の
電
子

が
一
極
か
ら
＋
極
に
移
動
す
る
と
、

こ
れ
が
電
流
と
な
る
。
太
陽
電
池

は
Ｐ
型
半
導
体
、
．
‐
型
半
導
体

（
団
系
）
、
ｎ
型
半
導
体
と
３
層
か

ら
な
り
、
原
理
は
普
通
の
バ
ッ
テ

リ
ー
と
共
通
点
が
あ
る
様
だ
。
Ｐ

型
半
導
体
（
団
十
Ｂ
Ⅱ
ホ
ウ
素
系
）
、

ｎ
型
半
道
討
体
（
団
十
Ｐ
Ⅱ
リ
ン
系
）
。

ホ
ウ
素
は
Ｌ
殻
に
３
個
の
電
子
、

リ
ン
は
Ｍ
殻
に
５
個
の
電
子
を
持

ち
、
合
計
８
個
と
な
る
。
こ
の
３

層
の
半
導
体
に
光
が
当
た
る
と
自

由
電
子
が
生
じ
起
電
す
る
（
光
電

効
果
）太

陽
光
発
電
は
こ
れ
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
地
球
環
境
の
問

題
の
一
つ
の
解
決
策
だ
が
、
電
気

太
陽
光
発
電

墓
碑
Ｊ
冨
嘩

た
。
メ
イ
ン
講
師
は
埼
玉
県
板
副

理
事
長
平
野
光
男
氏
。
平
野
氏
は

御
自
宅
に
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
設

置
さ
れ
て
い
る
と
の
事
。
経
験
に

裏
づ
け
さ
れ
た
言
葉
は
、
わ
か
り

繊
縫
瀞
謬
翰
篠
蒋
韓
響
聡
軍
鼓
鯉

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
車
の
出
す

Ｃ
Ｏ
２
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
産
廃
処
理
工

場
か
ら
の
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
様
々

な
有
害
物
質
を
含
ん
だ
、
工
場
排

水
、
そ
し
て
、
各
家
庭
か
ら
の
汚

水
、
そ
れ
ら
の
行
き
着
く
先
の
浄

化
能
力
は
？

だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
が
こ
の
ま

ま
進
む
事
は
な
い
だ
ろ
う
。
あ
ら

ゆ
る
方
面
で
、
研
究
・
開
発
が
進

め
ら
れ
、
地
球
の
保
謹
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
今

回
の
太
陽
光
発
電
、
二
戸
の
家
庭

で
３
Ｋ
Ｗ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

れ
ば
年
間
で
石
油
九
三
○
リ
ッ
ト

ル
分
の
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
が
削

減
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
国
だ
け

で
も
、
ど
れ
ほ
ど
の
省
資
源
に
な

る
だ
ろ
う
。
こ
と
は
Ｐ
Ｖ
（
太
陽

光
発
電
）
だ
け
に
限
ら
ず
、
ま
だ

ま
だ
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
は

多
い
け
れ
ど
も
有
意
義
な
一
日
で

あ
っ
た
。

知
立
驚
藤
孝
行

５
月
別
日
、
岡
崎
技
術
工
学
院

に
お
い
て
、
西
三
板
金
連
合
会
主

催
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
研
修

会
が
行
わ
れ
た
。
埼
玉
県
板
金
組

合
副
理
事
の
平
野
光
男
氏
に
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
な
か
な

か
難
解
で
あ
っ
た
。
各
自
に
説
明

書
が
配
ら
れ
、
月
星
サ
ン
タ
イ
ト

ル
ー
フ
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
と
言
う
商

品
を
使
っ
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
に
は
右
が
＋
極
、

左
が
一
種
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
右

が
一
極
、
左
が
＋
極
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
２
種
類
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は

例
え
ば
１
段
目
と
２
段
目
を
直
列

の
回
路
で
つ
な
ぐ
為
に
必
要
と
言

わ
れ
た
。
電
力
（
例
と
し
て
水
力
）

Ⅱ
電
圧
（
水
の
速
さ
）
×
電
流

（
水
量
）
だ
が
、
太
陽
光
発
電
は

直
流
で
あ
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
直

列
に
つ
な
ぐ
と
電
圧
だ
け
が
増
し
、

並
列
に
つ
な
ぐ
と
電
流
だ
け
が
増

易
く
納
得
が
い
っ
た
。
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
入
り
口
に
立
っ
た

多
く
の
人
達
に
と
っ
て
、
非
常
に

身
の
あ
る
研
修
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

馴
名
と
い
う
大
勢
の
参
加
者
数

が
物
語
る
様
に
、
不
況
の
深
み
の

な
か
で
多
く
の
板
金
業
者
が
、
遅

ま
き
な
が
ら
何
か
新
し
い
施
工
技

術
、
施
工
分
野
を
切
実
に
探
し
始

め
て
い
る
。
「
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
」
に
は
環
境
問
題
と
い
う
鏡

に
照
ら
し
あ
わ
せ
て
も
、
実
に
膨

し
．
集
光
発
電

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
一
畏
面

霞
簿

愛

し
て
ゆ
く
。
直
列
回
路
は
つ
な
い

だ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
一
つ
で
も
欠
損

が
あ
る
と
そ
の
回
路
は
ダ
メ
に
な

り
、
ま
た
あ
ま
り
電
圧
が
高
く
な

り
す
ぎ
る
と
、
交
流
に
変
え
る
イ

ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
の
器
具
が
破
壊

さ
れ
る
そ
う
だ
。
な
ぜ
太
陽
光
で

発
電
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
半

導
体
と
は
電
導
体
と
絶
縁
体
の
中

間
の
物
質
で
、
あ
る
条
件
の
下
で

は
電
導
体
と
し
て
作
用
す
る
。
物

質
の
原
子
は
＋
の
陽
子
、
中
世
子
、

一
の
電
子
か
ら
な
り
、
そ
の
物
質

が
何
で
あ
る
か
は
原
子
の
中
の
陽

子
の
数
で
決
ま
り
、
単
体
で
は
陽

子
と
電
子
の
数
が
同
数
で
安
定
し

て
い
る
。
高
校
の
化
学
で
メ
ン
デ

レ
エ
フ
の
周
期
表
を
学
ん
だ
が
、

陽
子
１
個
の
水
素
、
陽
子
２
個
の

ヘ
リ
ウ
ム
と
全
て
の
種
類
の
原
子

を
Ｉ
族
～
Ⅷ
族
ま
で
周
期
表
に
並

べ
て
み
る
と
そ
の
物
質
の
属
性
、
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南
に
玄
関
の
あ
る
家
、
南
向
き

の
家
は
、
夏
涼
し
い
冬
暖
か
い
。

東
又
は
西
に
玄
関
の
あ
る
家
、
東

西
に
向
い
て
い
る
家
は
、
夏
暑
く

冬
寒
い
。

南
向
き
の
家
は
、
東
西
の
側
の

窓
の
面
積
は
小
さ
く
、
朝
日
や
西

日
の
家
に
入
り
込
む
日
光
の
量
が

少
な
い
。
窓
の
面
積
の
大
き
い
南

側
は
夏
は
太
陽
の
位
置
が
高
い
の

で
家
の
中
に
日
差
し
が
入
っ
て
こ

な
い
。
夏
は
涼
し
い
。
冬
は
太
陽

の
位
置
が
夏
よ
り
低
い
の
で
、
日

中
に
室
内
に
日
差
し
が
多
く
入
り
、

梅
雨
入
り
し
て
間
の
な
い
、
６

月
即
日
（
火
）
～
幻
日
（
水
）
伊

勢
賢
島
『
宝
生
苑
』
へ
の
親
睦
旅

行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

緑
支
部
か
ら
２
名
の
参
加
を
頂

き
熱
田
神
宮
東
門
に
集
合
、
名
阪

高
速
を
伊
勢
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

お
と
な
の
館
「
国
際
秘
宝
館
」
を

見
》
す
・
し
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
経
て

「
金
剛
証
寺
」
に
参
拝
し
て
午
後

５
時
頃
、
賢
島
「
宝
生
苑
」
に
着

き
、
各
部
屋
で
休
憩
の
後
、
午
後

６
時
よ
り
宴
会
に
入
り
、
緑
支
部

前
支
部
長
伊
藤
氏
の
乾
杯
の
音
頭

に
よ
り
、
コ
ン
パ
ー
ー
オ
ン
を
交
え

て
の
、
歌
に
、
雑
談
に
と
、
景
気

の
悪
い
仕
事
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
、

和
や
か
な
内
に
２
時
間
あ
ま
り
の

旬
。
凸
邑
司
り
●
■
五
日
▼
●
●
凸
＆
画
▽
■
旬
四
二
■
ｒ
■
●
凸
昌
官
、
■
●
凸
Ｂ
Ｔ
■
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冬
暖
か
い
。

東
西
に
向
い
て
い
る
家
に
お
い

て
南
の
窓
の
面
積
は
小
さ
く
、
室

に
入
る
日
光
の
量
が
少
な
い
。
窓

の
面
積
の
多
い
東
側
、
西
側
は
夏

は
長
時
間
、
冬
は
短
時
間
、
朝
日

と
西
日
が
室
内
に
入
り
込
む
。
し

た
が
っ
て
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
。

（
朝
日
と
西
日
は
太
陽
の
位
置
が

低
く
室
内
の
奥
ま
で
日
差
し
が
入

る
。
）蛇

足
を
述
べ
る
と
、
冬
の
日
差

し
を
室
内
に
取
入
れ
、
夏
の
日
差

し
を
室
内
に
入
れ
な
い
為
に
庇
は

六
月
二
五
日
、
第
四
二
回
衆
議

院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
小
選
挙
区
で
の
投
票
率

は
六
二
・
四
九
％
で
史
上
二
番
目

に
低
い
も
の
に
終
わ
っ
た
。

棄
権
し
た
四
割
近
い
有
権
者
は

「
内
閣
支
持
率
の
低
さ
、
三
党
連

立
体
制
の
批
判
や
不
支
持
、
各
政

党
が
魅
力
的
な
選
択
肢
を
示
せ
な

か
っ
た
」
事
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
が
あ
っ
て
の
行
動
と
思
わ
れ

る
が
、
国
民
の
義
務
で
あ
る
投
票

権
を
行
使
し
て
こ
そ
選
挙
の
結
果

が
よ
り
正
確
に
現
れ
る
こ
と
を
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
し
て
二
十

一
世
紀
の
日
本
の
行
方
を
任
す
政

党
や
議
員
を
選
出
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
っ
た
の
に
「
寝
て
い
る
」

場
合
で
は
な
か
っ
た
。

選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
不
評

悪
評
逆
風
の
中
で
与
党
連
立
三
党

は
六
五
議
席
を
失
い
な
が
ら
、
何

と
か
絶
対
安
定
多
数
二
七
一
議
席

を
確
保
し
た
が
、
総
得
票
数
で
は

野
党
側
が
上
回
り
連
立
与
党
に
は

厳
し
い
審
判
が
下
が
っ
た
。

た
だ
今
回
の
選
挙
制
度
「
小
選

挙
区
・
比
例
代
表
制
」
は
一
区
一

人
当
選
の
小
選
挙
区
で
政
権
党
は

多
大
の
恩
恵
に
預
か
っ
た
。
比
例

代
表
制
で
幾
ら
か
は
救
わ
れ
る
も

の
の
大
政
党
に
有
利
と
さ
れ
る
問

題
の
多
い
選
挙
制
度
見
直
し
の
声

が
出
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
今
回
の

選
挙
結
果
で
よ
く
言
わ
れ
る
の
が

妬
日
役
員
会
６
名

岡
崎
支
部

５
日
青
年
部
役
員
会

肥
日
マ
ス
釣
り
大
会
（
青

年
部
）
別
名

調
日
支
部
役
員
会
①
全
板

大
会
報
告
②
岡
板
懇
親

事
業
報
告
③
在
庫
材
料

の
一
掃
に
つ
い
て

碧
南
支
部

幻
日
青
年
部
定
例
会

豊
田
支
部

９
．
，
日
支
部
親
睦
旅
行

全
板
大
会
参
加

Ⅳ
日
第
３
回
役
員
・
班
長

会
略
名

妬
日
青
年
部
入
野
製
作

所
工
場
見
学

西
尾
支
部

６
日
支
部
役
員
会
略
名

知
多
支
部

４
日
第
１
回
支
部
役
員
会

肥
名

８
日
献
血
運
動
妬
名

東
三
支
部

３
日
定
例
会
町
名

８
日
青
年
部
定
例
会

９
．
加
日
支
部
親
睦
旅
行

全
板
大
会
参
加

蛤
日
Ｎ
Ｅ
Ｗ
板
カ
ラ
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
豊
川

西
部
地
区
）
Ⅳ
名

躯
日
（
蒲
郡
地
区
）
ｎ
名

羽
日
三
役
会
６
名

岨
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ

刈
谷
支
部

５
日
支
部
定
例
会
ｎ
名

あ
る
。
ま
た
北
側
の
窓
は
直
射
日

光
が
入
ら
ず
、
良
好
な
間
接
照
明

が
得
ら
れ
る
。
美
術
室
な
ど
は
北

側
の
部
屋
に
あ
る
の
が
普
通
で
あ

る
。

西
尾
大
橋

ｚ
２
２
＃
＃
２
２
２
＃
２
２
２
２
２

７
月
各
支
部
の
動
き

昭
和
支
部

旭
日
通
常
常
会
皿
名

熱
田
南
支
部

Ⅳ
日
定
例
会

別
・
幻
日
親
睦
旅
行
（
伊
勢

方
面
）
別
名

瑞
穂
支
部

１
日
支
部
会
①
保
証
制
度

の
勧
め
②
青
年
部
に
つ

い
て
③
総
代
会
の
結
果

④
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

開
催
予
定
７
月
肥
日

中
支
部

Ⅳ
日
常
会
兼
ね
て
食
事
会

９
名

瀬
戸
支
部

９
．
ｍ
日
全
板
大
会
参
加

支
部
総
会
９
名

小
牧
支
部

９
．
ｍ
日
支
部
旅
行
と
し
て

全
板
大
会
参
加
９
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
昭
名

９
．
加
日
全
板
大
会
参
加皿

名

江
南
支
部

９
．
ｎ
日
親
睦
旅
行
（
全
板

大
会
）
Ⅳ
名

宴
を
終
了
し
た
。
翌
日
、
二
見
ヶ

浦
～
伊
勢
神
宮
（
内
宮
）
に
参
拝
、

お
か
げ
横
丁
を
散
策
し
て
「
椿
大

社
」
に
参
拝
、
少
し
で
も
建
築
業

界
が
良
く
な
る
事
を
お
願
い
し
て

午
後
５
時
半
頃
、
帰
着
し
た
。

熱
田
。
南
伊
藤

厨
隠
匿
園

都
市
型
と
農
村
型
。
民
主
土
産
・

社
民
の
支
持
層
は
都
市
部
に
多
く

自
民
支
持
者
は
地
方
に
多
い
。

愛
知
県
を
見
た
だ
け
で
も
名
古

屋
市
で
は
民
主
が
独
占
、
地
方
は

自
民
の
構
図
。
あ
る
大
学
教
授
は

「
地
方
で
は
依
然
と
し
て
利
益
誘

導
型
の
ド
ブ
板
選
挙
が
幅
を
利
か

せ
て
い
て
、
政
策
を
訴
え
て
も
票

に
結
び
着
か
な
い
。
都
市
部
で
は

価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
自
由
に

考
え
投
票
す
る
無
党
派
層
に
変
わ
っ

て
き
た
」
と
い
う
。
選
挙
戦
も
追

込
み
に
入
っ
た
六
月
二
十
一
日
全

板
国
保
の
理
事
会
で
上
京
の
折
、

偶
然
に
も
都
市
型
農
村
型
を
見
聞

き
す
る
体
験
を
し
た
。
休
憩
時
間

に
地
方
県
の
理
事
さ
ん
二
人
と
雑

談
中
に
選
挙
の
話
し
に
な
っ
た
。

二
人
と
も
典
型
的
な
与
党
支
持
者

で
「
先
生
は
助
成
金
や
組
合
振
興

は
も
と
よ
り
会
合
に
は
必
ず
顔
を

出
し
て
親
交
を
深
め
て
お
り
他
党

の
入
る
隙
間
は
な
い
」
と
力
説
。

一
方
、
理
事
会
が
終
り
新
宿
の
西

口
に
出
て
び
っ
く
り
仰
天
。
共
産

党
不
破
委
員
長
の
街
頭
演
説
中
で
、

あ
の
広
い
西
口
広
場
が
支
持
者
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
委

員
長
の
呼
び
掛
け
る
一
声
一
声
に

支
持
者
が
一
心
同
体
で
反
応
す
る

熱
気
は
さ
す
が
東
京
を
感
じ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
世
襲
議
員
と
ド

ブ
板
選
挙
の
改
革
を
望
み
た
い
。

六
月
二
十
八
日
附
曇

三
五
一
号
編
集
会
議

委
員
八
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧


